
 

 

  

 

 

 今年はあまり梅雨らしい梅雨ではありませんでしたね。それでも梅雨明けが宣言され、ようやく夏本番とい

う感じでしょうか。強い日差しと蝉の大合唱に夏が来たことを実感します。園庭のプラタナスの木が子どもた

ちを強い日差しから守るように心地よい木陰をつくってくれています。しっかり水分補給をするなど暑さに

は十分気を付けながら、子どもたちと一緒に夏ならではの遊びを思い切り楽しみたいと思います。 

  

「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。」 

                    （マタイ 5章 9節） 

  

「平和とは何かな。」と聞かれたある子どもが「人を大切にすること。楽しく暮らすこと。」と答えたそう

です。8月 15日は終戦記念日。私たちの国はもう戦争はしていません。しかし、今でも世界には戦争や飢

餓、ウイルスによるパンデミックの影響で苦しみの中にある人々がいます。こうした現実に無関心にならず

に、自分に出来ることを考えて行動し、身近なところから小さな平和を作り出していけるようにありたいと

思います。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

友だちと笑い合うこと、お家の人と一緒に食事をすること、安心して眠ること、許し合えること…神さまに

守られている日常がどんなに幸せで平和であるかを改めて思います。 

「お互いがお互いを想い、大切にし、平和をつないでいく心」が子どもたちの中に育ち、一人一人が平和を作

り出す大人になりますように。そして子どもたちが見上げる空がいつまでも美しい空でありますように。 

（園長 関根） 
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くるくる回るスプリンクラー

おもしろい(*^^*)♫ 

←水遊びもだんだんダイナミック

になってきました♫ 

こどものお祈り… 

 
戦争をしているところで眠れない人がいたら 
夜に安心して眠れますように 
 
喧嘩した人を助けてください 
 
嘘をついてごめんなさいを言いたくても 
言えない人を守ってください 
 
神さまを忘れていても守っていてください 
 
病気の人、怪我の人 
元気な人も守っていてください 
 
神さまを忘れて間違ったことをしてしまう人も 
守ってください 

（キリスト教保育 8月号より） 


